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家畜・家禽等の真菌症の病因学的および病理学的診断
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研究概要
真菌感染症は人獣共通感染痕のひとつであり，日和見
感染症としても重要である.家審・家禽においても多数
発生が見られるが，ウイルスあるいは細菌性の感染症に
比べると軽視される傾向があるため，その発生実態は明
らかにされていない.また生前診断が困難なため，的確
な採材が為されず?原因菌が不明な場合も多い.本課題
はこれらの現状を踏まえ，野外で発生している家畜およ
び家禽等の真蘭症の発生実態調資および病理検査材料を
用いた診断法の高度化を目的としている.
真蘭症野外例について，病理組織学的検資，免疫組織
化学的検査を行うと共に病理組織検査用パラフィンブ
ロックを用いて病原真菌の特定を目的とした遺伝子解析
を行った.また，生材料が採取できた症例については蘭
分離を行った.病原真菌の多くは常在菌であり，遺伝子
解析は検出感度が非常に高いため，いくつかの症例にお
いては形態学的診断結果と一致しない真菌遺伝子が検出
された.また，真菌培養においても形態学的診断結果と
は異なる真菌が問定されてしまうことがあった.
病理形態学的検査では牒悶真菌の一部あるいは断聞のみ
の観察であることから，形態的特徴のみによる原因菌の
診断は非常に困難である.また，免疫組織化学的診断は
抗体の種類が非常に限られているために，特定真菌以外
の診断は不可能である.これらのことより野外の真菌疲
の診断においては，数穂の診断法により総合的に診断し
ていくことが重要であると考えられた.また，今後も野
外例の症例を引き続き解析し，各病原真蘭における形態
学的特徴等の情報を集積していくことが必要かっ震袈で
あると考える.
真菌症の免疫組織化学的診断においては，各真菌と抗
体との特異反応のみならず交差反応についても熟知して
おかなければならない.平成 15年度からの共同利用研
究内で、行っていた真菌レファレンスアレイの作製を引
き続急行っており，診断用抗体との反応性を検討してい
る. 
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